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基礎学力を身に付けさせるために,

興味をひき意欲を持たせる指導法の工夫(1班)

1主 題 設 定 の理 由

毎 日の授 業 の 中 で生 徒 の様 子 か ら,意 欲 の不 足 や 数 学 嫌 い を感 じる こ とが 多 い。 実 際 に 「数

学 は好 きで は な い」 「役 に立 っ とは思 わ な い」 な ど否 定 的 な声 を 聞 くこ と もあ る。 ま た計 算 力

を は じめ と して基 礎 学 力 の 不 足 を 感 じる こ と も多 い。

意 欲 の不 足 や数 学 嫌 い の原 因 と して 様 々 な要 因 が 考 え られ るが,そ の 中 で も大 きな もの と し

て 生 徒 た ち に と って 「身 近 な 内容 が 少 な く有 用 性 を 感 じ られ な い』 と い う こ とに着 目 した。 な

ぜ な らそ の た め に生 徒 は授 業 に意 欲 的 に取 り組 め な か った り,や る気 の な さか ら学 力 不 振 に な

り,さ らに意 欲 を失 った り と,悪 循 環 を 繰 り返 して い る と考 え たか らで あ る。

これ に対 し私 た ち は今 ま で の指 導 法 を 反 省 し,身 近 な内 容 を題 材 と した理 解 しや す い授 業 を

行 う こと を考 え た。 そ して意 欲 的 に取 り組 め る授 業,楽 し く分 か る授 業 を足 掛 か りに す る こ と

で,基 礎 学 力 の充 実 へ も導 い て い け る と考 え た。

こ こで 一 番 に考 え な け れ ば な らな い の は,得 意 な 生 徒 は もち ろん 不 得 意 な生 徒 に と って も興

味 を持 って 「や って み よ う」 とい う気 持 ちを 起 こ させ る指 導 法 の 工 夫 で あ る。 講 義 を 中心 と し

た授 業 に よ って 半 ば一 方 的 に教 え られ て しま う と,特 にっ まつ いて い る生 徒 に と って は 自分 か

ら学 習 しよ う とい う意 欲 は起 きに くい。 今 まで もい ろ い ろ な授 業 の工 夫 を して き たが,ま だ ま

だ 生 徒 が 積 極 的 に取 り組 も う とす る授 業展 開 に はな って いな い と感 じた。 そ こ で いか に生 徒 に

興 味 を持 たせ るか と い う点 を 中心 に取 り組 ん だ。

例 え ばBINGOの よ うな ゲ ー ム形 式 が あ る。 また 身 近 な 内 容 を題 材 と して あ くまで も数 学

的 思 考 の 中 で 興 味 を引 く展 開 を工 夫 で きれ ば よ り好 ま しい。 意 欲 的 に数 学 に取 り組 む き っか け

を,い か に多 くの生 徒 に与 え て い くか が現 在 最 も必要 と され て い る課 題 で あ る と考 え た。

以 上 述 べ た ことか ら,「 基 礎 学 力 を 身 に付 け させ る た め に,興 味 を ひ き意 欲 を 持 た せ る 指 導

法 の 工 夫 」 を研 究 主 題 と した。

皿 研 究のね らい

興 味を引 き,意 欲を持 たせ,基 礎学力 を身 に付 け させ るため に,次 の3点 を研究のね らいと

した。

○ 身近 な内容を題 材 と した,生 徒 が興味 を持 っ教材 の工夫。

○ 作 業やゲ ームを通 して,生 徒が意欲 的に取 り組 む指導 の工 夫。

○ 興 味を持 ち,意 欲的 に課題 を解決 す ることによ り,数 学 的知識 を身に付 ける。

皿 研 究の内容

1授 業方法の工夫

① 糸巻 き車な どの作業や ゲームを通 して,驚 きを期待 す るとと もに興味 ・意欲を引 きだす。

② 助 け合 いや話 し合 いの場面,競 わせ る場面 づ くりを し,課 題 解決 に向けた思考をさせ る。

③ 基礎学 力を身 に付 けやす い系統 的な授業 を 目指 す。
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以 上,作 業 や ゲ ー ム の 内容 を工 夫 し取 り組 み や す い題 材 を考 え る。 また1っ の作 業 や ゲ ー

ム を,導 入 や ま とめ な ど色 々 な場 面 で使 い分 け られ るよ う研 究 す る。

2学 習指導案

① 題材:第2学 年 「糸巻 き車 を用 いた一次 関数 の導入」

② 題材 につ いて:小 学校 の 「動 くお もち ゃ」 で も扱 われ ることが多い 「糸巻 き車」 か ら一

次関数 を見 いだす課題 を考 えた。 この 「糸巻 き車」 は ゴムのね じれの弾性 を

動力 と してお り,巻 く回数 と進 む距離 の間 に は一次 関数 が存在 す ることが確

認 されてい る。 これを一定 の距離 で止 め るゲーム とい う導入 か ら,関 数 関係

を見 いだす展開 へ とっなげる ことによ り,生 徒 の興味 ・関心 を高 め意 欲的に

取 り組 む授業 を目指 した。

③ 指導計画:一 次関数 の指導 を 「一次関数」10時 間,「 一次関数 と方 程式 」5時 間 の計15

時間扱 い とし,導 入 の2時 間 で糸巻 き車 のゲームを行 う。

④ 指導 目標:・ 興味,関 心 を持 って意欲的 に取 り組 む。

・糸巻 き車 の巻 く回数 と進 む距離 の間 に関係 があ ることに気付 く。

・糸巻 き車 の巻 く回数 と進 む距離 の間 にあ る関係 を利用 で きる。

⑤ 第1時 の指導案

・糸 巻 き車 を作 る

見 せ る)

・実際 に糸巻 き車 を動か してみる(練 習)

・ゲ ー ムを 行 う

(ル ール)

糸 巻 き車 を 机 の端 か らス ター トさせ,

も う一 方 の 端 にで き るだ け近 い所 で 止

め る

1番 近 くで 止 め た人 の勝 ち

(課 題)

どの よ うな 工 夫 を す れ ば ゲ ー ム に勝 て

るだ ろ うか

・勝 っ た め の 工 夫 と関 数(変 化 の 割 合)

の っ な が りを どの よ う に考 え て い るか

を発 表 す る

・作 り方 の プ リン トを配 布 し構 造 の説 明 を

す る

・糸 巻 き車 の扱 い方 が 分 か って きた と こ ろ

で ゲ ー ム の ル ー ル を提 示 す る

・各班 の中 でそれ ぞれ勝負 を し勝者 を決定

す る

・糸巻 き車 の巻 く回数 を1回 増 やす ことで

どれ位進 むか とい うことに気付 かせ る

・勝つ ための工夫 の中 に数学的 な考 え方 を

使 うことを意識付 ける
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⑥ 第2時 の指導案

・各 自の糸巻 き車を確認す る

・前 時の工 夫の確認

・ゲ ー ム(ル ール)の 確 認

指 定 した距 離 にで き る だ け近 い

所 に止 あ た者 を勝 ち とす る

1回 戦 は54c皿,2回 戦 は81cm

・ゲ ー ム に勝 っ た め の工 夫 を考 え る

・巻 く回数 が1回 増 え る ご と に何cm

進 む か が分 か れ ば よ い

・デ ー タを取 り 自分 の 糸 巻 き車 に つ

い て巻 く回数 が1回 増 え る ご と に

何cm進 む か を調 べ る

・何回巻 けば勝 て るか考 え る

・ゲ ー ム

・各 班 で勝 った人 の考 え 方 を 発 表 し

確 認 す る

・プ リン トの問 題 を考 え る

プ リン ト

・糸巻 き車が動 くかど うか を確認 させ る

・巻 き数 と進 む距離 に関係 があ るとい うことを

確認す る

・ゲ ー ムで 走 らせ る長 さ の紙 を提 示

・具 体 的 に巻 く回 数 と進 む 距 離 の関 係 を っ か む

方 法 を 考 え させ る

・生 徒 か ら意 見 が 出 る よ うに示 唆

・デ ー タ用 紙 を配 りデ ー タを2回 取 って 考 え さ

せ る

・ゴ ムの 巻 き残 しを注 意 す る

・班 毎 に協 力 させ る

・机 の 段 差 を 注 意 す る

あ る回 数 以 上 巻 く と動 き出 す 糸 巻 車 が あ る。 この糸 巻 車 は巻 く回

数 を1回 増 やす こ とに よ って動 く距 離 も一 定量 増 え る。

この糸 巻 き車 を5回 巻 いた と こ ろ20cm動 い た

10回 巻 い た と ころ50cm動 い た と い う

この糸 巻 き車 に っ い て次 の 問 い に答 え な さい

問 題115回 巻 く と何cm動 きま す か?

問 題212回 巻 く と何cm動 きま す か?

問 題3170cmで 止 め るに は何 回 巻 けば よ い で す か?

問 題4100cmで 止 あ るに は何 回 巻 けば よ い で す か?

・プ リ ン トの解 答 の確 認 ・正 答 は 出 さ ず 違 う 考 え 方 を 次 回 の 導 入 と す る

・予 想 さ れ る 解 答

問 題160cm,70cm,75cm,80c皿

問 題248cm,58㎝,60cm,62cm

⑦ 評 価 ・興 味,関 心 を持 って意 欲 的 に学 習 に取 り組 め た か。

・糸 巻 き車 の 巻 く回 数 と進 む距 離 の 間 の関 係 を利 用 で きた か
。

・ゲ ー ム に勝 っ た め の工 夫 の 中 に 関数 との 関 わ りが あ る こ とを 理解 で き たか
。
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N授 業 の ま とめ

1ア ンケ ー トの集 計(生 徒36名)

① 今 日 の授 業 を終 え て どの よ うな感 想 を持 ち ま した か?

「面 白か った。」

「糸 巻 き車1っ で も深 く考 え て み る と色 々 な こ とが分 か った。」

「最 初 は数 学 と ど うっ なが る の か分 か らな か った が,や って い く うち に分 か って きて,

遊 び なが ら勉 強 に な って楽 しか った。」

「この よ うに実 際 に や って み た方 が分 か りや す い と思 った。」

「糸 巻 き車1っ で数 学 の こ とが で きた のが 意 外 だ った。」

② あ な た は ゲ ー ム に勝 っ た め に ど の よ うな工 夫 を しま した か?(で き るだ け具体 的 に)

「だ い た い の予 想 を して巻 き数 を決 め た。」

「1回 巻 く と何c皿進 む か を求 あ て何cmで は何 回巻 けば よ い か決 め た。」

「デ ー タを も とに巻 き数 を考 え た。」

③ あ な た方 が ゲ ー ム に勝 っ た め に行 った工 夫 の うち,い くつ か の もの に は 関数 とつ な が り

の あ る こ とが 分 か りま した か?(該 当 す る もの に○ を っ けな さ い)

ア 分 か った(55.6%)

イ 分 か らな い(22.2%)

ウ ど ち ら と もい え な い(22.2%)

躰畿 離

鰯顧脚r脚 脚臨 欄 闘

諭/灘囎 轍
騨 わ 圃1

㌻ 辱

ζ

γ ・一

麟1 が

麟 哩.1
=歪

1嵐
1∴ ㍉ 野～1＼

鑑 ㌧麹 鞭
卿
＼ 《濃蝋1
雀プ 耐.!
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2考 察

① 数 学 が 得意 な生 徒 も不 得 意 な生 徒 に と って も興 味 を持 って 「や って み よ う」 とい う気 持

ち を起 こ させ るね らい に関 して は,ア ンケ ー トの質 問 ① で も明 らか な よ うに ほ とん どの生

徒 が 「楽 しか った」 とい う内 容 に近 い表 現 で 感 想 を記 して い る。

② 糸 巻 き車 とい う比 較 的 な じみ や す く動 きが 目 に見 え る教 材 を 授 業 に取 り入 れ る こ とに よ

り,導 入 の初 期 の段 階 で は,ア ンケ ー ト① 「最 初 は数 学 とど うっ なが る のか 分 か らな か っ

た が,」 「糸巻 き車1っ で 数 学 の こ とが で きた のが 意 外 だ った。」 な どか ら,生 徒 に 「糸 巻

き車 が数 学 と どの よ うな 関 係 が あ るの か 」 と い う素 朴 な疑 問 ・関 心 を持 たせ る こ とが で き

た と考 え られ る。

③ ゲ ー ム に勝 っ た め の 工 夫 を 試 行 錯 誤 す る中 で,生 徒 自 らが 実 際 に実 験 す る こ とで巻 き数

と進 む距 離 の 関係 に気 付 き,そ の 関 係 を確 認 す るた めに デ ー タを取 りア ンケ ー ト② の 「デー

タを も とに巻 き数 を考 え た。」 「1回 巻 くと何cm進 む か を求 めて 何 ㎝ で は何 回 巻 け ば よ い か

決 め た。」 な ど,デ ー タを有 効 に活 用 す る こ とが で きた と考 え られ る。

④ デ ー タを取 る際 に生 徒 の 机 を 用 い る と移 動 距 離 が 短 くな る ため 正 確 な結 果 を得 る こ とが

困 難 で あ った り,気 温 の 関 係 で 糸巻 き車 の動 きが 鈍 くな っ た りす る こ と もあ る の で,状 況

設 定 を考 慮 す る必 要 が あ る と思 わ れ る。

⑤ 糸 巻 き車 の巻 く回 数 と進 む距 離 の 関 係 に対 して 比 例 関 係 と誤 解 す る生 徒 が お り,先 の一

次 関 数 の変 化 の割 合 の 考 え方 と対 比 させ る こ と に よ り,そ の類 似 性 と違 い を は っ き り と確

認 させ る授 業 の き っか け が で きた。 そ の 中 で 比 例 が 一 次 関 数 の 特 別 な場 合 で あ る こ と も生

徒 に は ス ム ー ズ に浸 透 す る もの と期 待 で き る。

V参 考指導案

以上,糸 巻 き車 を利用 して一次 関数 の授 業内容 に興 味を持 たせ る工夫を授業実践 と して記録

したが,こ の研究 を進 めるにあた り私 たちの班が考えた他の分野での工夫 を以 下 に紹 介す る。

【指導事例1】 第1学 年 「正負 の数」

→ トランプを用 いて数学 的活動 を重視 した指導 事例

【指導事例2】 第1学 年 「正負 の数」

→ ゲーム形式 によ る計算練 習の指導事例

【指導事例3】 第3学 年 「三平方 の定理」

一→視覚的操作 を通 して三平方 の定理 を確認 す る指 導事 例

【指導事例4】 第3学 年 「確率」

→ コイ ン3枚 を用 いた実験 によ る 「同様 に確 か ら しい」事 象の指導事例

簡単な題 材の特徴 と指導事例 ではあるが,数 学 の授業 に生徒 を引 きっ けるにはこのよ うな小

さな実践の積み重ねが重要 と考 える。指導者 の個性 に応 じて展 開を工夫 し実 践 して いただ きた

いo
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【指導事例1】 第1学 年 「正 負の数」

1.指 導 の工夫

① ゲーム形式 を取 り入れる ことで,主 体的 に学習に取 り組め る

よ うにする。

② 身近な内容 を題材 とす ることで,興 味 ・関心を高め させ る。

③ 競争意識を持たせる ことで,単 調にな りやすい計算練習を,

意欲的に取 り組 め るよ うにす る。

2.本 時の目標

① 正負の数の加法 ・減法に意欲的に取 り組む ことがで きる。

② 正負の数の加法 ・減法の計算 に習熟 させ る。

3.指 導事例

ゲ ームのル ール

・1班(4～5人)を1グ ループとす る。
・トランプを利用 し,ポ ーカーの要領 でゲームを行 う。
・黒の カー ドを正の数,赤 の カー ドを負 の数,ジ ョーカーを0

と考え る。

・手持 ちの5枚 の カー ドの合計 を求 め,得 点 の最 も多 い者 を勝

者 とす る。

・カー ドを交換で きる回数 は,最 大3回 までとす る。

・ルールを変え,5枚 の カー ドの合計 が最 も少ない者 を勝 者と

す る。(ま たは合計数が0に 最 も近 い者を勝者 とす る。)

4.評 価

① 正負の数 の加法 ・減法 の計算 に習熟 で きたか。

② 正負 の数 の加法 ・減法 に対 して,意 欲 を持 って取 り組めたか。

5。 指導案

指導内容

・トランプの ポー カーのや り方

を確認す る

・ル ールの確認をす る

・班を作 り,ゲ ームを行 う

・記録用紙 に結果 を記入す る

・得点 を多 くす るために

赤 のカー ドを捨て る

黒 のカー ドを持 って くる

・ゲームを中断 し,計 算方法 の

確認 をす る

・得点計算 の方法 をかえ,ゲ ー

ムを続 ける

。正 負の数 の加 法 。減法 の計算

方 法について確認 する

加 法:カ ー ドを持 って くる

減法:カ ー ドをすてる

留 意 点

・5枚 の合計数の計算方法

を確認 させ る

。自分の合計数を計算 し他

の班員の合計数も全員で

確認する

・どの ように工夫すれ ば高

得点 になるか を考 えさせ

る

・計算 の簡単 な方法 を確認

させ る(黒 の合計 と赤 の

合計 の差を考 える)

・計算 の考 え方 は変わ らな

い ことを確認
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【指導事 例2】 第1学 年 「正負の数」

1.指 導 の工 夫 「ゲーム形式によ る計算練習の指導」

① 計 算練 習を,ゲ ームを取 り入れ ることにより意欲的 に取 り組

め るよ うにす る。

② 様々な式 を取 り入れ る,計 算式の性質を確認を させ る。

③ ゲームに勝っために,工 夫 させ,計 算の必要性を感 じさせる。

④ 互いに教え合 うことがで きるよ うにす る。

2.本 時の目標

① 意欲的に,楽 しく計算練習を させ,計 算力を身にっけさせる。

② 教え合 うことで,計 算力を上げ,教 え合 う雰囲気 を育 てる。

3.指 導事例

① ゲー ムのル ール

・1班(5～7人)を1グ ループとす る。

・-10～+10の 整数を書 いたカー ドを各 自1枚 ずつ,21枚 用意

す る。5人 の班で は,21×5=105枚 となる。

・まとあた カー ドを,よ く切 り重ね て置 き,上 か ら順番 に1枚

ずつ引 く。

・引 いた カー ドを次の計算式 にあてはめる。

【式1】(1枚 目)+(2枚 目)

※以下,1枚 目を 「1』,2枚 目を 『2』 と表す。

・計算 した値 を比べ,1番 大 きい値 の人 がカー ドを全部 もらう。

・同様の ゲームを,以 下 の 【式2】 ～ 【式5】 で繰 り返 す。

【式2】(『1』+『2』)×r3』

【式3】(『1』 一 『2』)÷ 『3』

【式4】 『1」+『2』 ×(『3』+『4』)

【式5】(一 『1』+『2』)+(「3』)2

・ 【式1】 ～ 【式5】 まで終 わ った段階で,持 ってい るカー ド

の多 さで勝 負を決定 する。

・互 いに相手 の手 が,ど うな ってい るか,考 えやす くす るため

にカー ドを置 くシー ト(計 算式 を書いた もの)を,使 用する。

・後 で確認 で きるよ う,自 分や互 いの計算式を記録 してお く。

◎式 によ っては,最 後に大逆転 す る場合 もあ る。

また,大 小に関わ らず,絶 対値 の大 きいものを引 けばよ いこ

と もある。

② 指導案

指導内容 留 意 点

導 ・復 習 テ ス ト ・後 のゲームで使 う計算式

【式1】 ～ 【式5】 の計算 を確認 させ る。

入 を使用 した計算

・何 も書 いて いないカー ・カ ー ドを作 る こ と に よ り

ドを配 り,数 値 を記入 全 員の気持 ちをゲームに

させ準備 をする。 向ける

・ゲ ー ム の説 明 。黒板 にて,実 際 にやって
展

みせなが ら説 明する。

【式1】 ～ 【式5】 の計

算式 を示 す。

・カ ー ドを 置 く シー トを ・周 りの者 も見易 いよ うな

配 る。 位 置に置かせる。

・ゲ ー ム 開始 ・机間巡視にて,全 体がルー

ル通 りに行え るよ う指 導

開
し全体の足並みをそろえ

るた め,

【式1】 ～ 【式5】 の開
・ゲ ー ム 終 了 始を指示す る。

・ゲー ムの結 果の確認

ま ・計算式の性 質を説明 し ・場合によ って は,以 下の
と
め 計算方法を確認する。 問 を考え させ る。

【問】

・ 【式1】 ～ 【式5】 の式 にお いて,一 カ所 に+10を 置けたら,

何枚 目が1番 に有効 と考 えられ るか。

・ 【式4】 の式に対 し,4つ の カー ドを与え,ど のような順番

であ った ら,最 も大 き くなるか。
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【指導事例3】 第3学 年 「三平 方の定 理」

1.教 材観 中学校 の第1・2学 年 で扱 って きた数学的な推論に関す

る能 力を伸 ばす と共 に,図 形 にっ いての計量 に関す る性

質 を理解 する ことによ り,見 通 しを もって論理的に考え

る力 を身につける ことがで きる教材であ ると考え る。

2.工 夫 パ ズル的な操作 を取 り入れ ることによ り,ど の ようにす

ればよいかを考 え させる とともに,視 覚 に訴えか けるこ

とで自然に理解 で きるよ うに考え た。

3.目 標 三平 方の定理 を指導する際,特 に気をっ けなければ な ら

ない点 の一っに直角三角形の直角 をはさむ2辺 の長 さを

a,b,斜 辺 の長 さをcと す る と,そ れ らの間 にa2+

b』c2な る関係が成 り立っ といった結果 だ けを子 供 た

ちが丸暗記 して しまうとい うことがあ げ られ る。 しか し

なが ら,a,b,cの 関係を論理的 に思考す るといった

点にっ いては,な かなか身 にっ いていないよ うに思 われ

る。そ こで,こ こで は三平方の定理が,ど のように して

導 き出 されてい るのか,ま た,な ぜ にこのよ うな関係 が

成 り立 ってい るのかを,視 覚的 に理解 し,定 理 の定着 を

図 ることを 目標 と した。

4.指 導計画

指導内容 学 習 活 動 留 意 点

・三平方

の定理

・正方形1辺

=b-aQ1.次 の直角三 角形4枚 と正方形

1枚 をすき間な く並べて,正 方

形 を1っ 作 りな さい。

Cb

口
ab-a

Q2.Q1.で 並べた直角三角形4

枚 と正方形1枚 を同 じよ うにす

き間な く並べて,正 方形2っ 作

りな さい

/
Q1,で 作 った図 の面積SIを 式 で表

・S2=c2

しな さい。

Q2.で 作 った図 の面積S、 を式 で表

しな さい 。
・S2=a2+b2

SIとS2に っ い て 何 か い え る こ と は

ないですか。 ・SIとS,は 等

しい。

↓

a2+b2=c2が 成 り立 って い る 。 こ

の ことか ら,次 の ことが いえる。

直角三角形の直角をはさむ2辺 の長

さをa,b,斜 辺の長 さをcと する

と

a2÷b2=c2

が成 り立つ。

〈三平方の定理〉

【指導事例4】 第3学 年 「確率」

1.教 材 コイ ン3枚(1枚 目は 「表 に1」

2枚 目は 「表 に2」

3枚 目は 「表 に3」

「裏 に0」 を記入

「裏 に0」 を記入

「裏 に0」 を記入)

2.指 導の工夫 「同様 に確か らしい」事 象を的確 に指摘で きる基本

的 な能力 を しっか りと身 に っ ける ため に,確 率 の種 類

(統計的確率 と数学的確率)の 学習の後 に,「 コイン投げ」

の体験的授業 を4時 間扱 いで考 えた。

第1時 で コイ ン1枚(表1裏0)を 使い,1と0の 目

の出方 を30分 程個人 デー タを取 らせ,ク ラスの合計か ら

相対度数 を計算 し数学的確率 へ結 びっけ る。

第2時 でコイ ン2枚(表1裏0と 表2裏0)を 使い,

2枚 の和 の出方 で同様 にデー タを取 らせ,ク ラスの合計

か ら相対度数 を計算 し数学 的確率へ結 びっ ける。

さ らにコイ ン3枚(表1裏0と 表2裏0と 表3裏0)

の和 の出方 について数学 的確率を誘導的に予想 させ る。

第3時 でコイ ン3枚 を使 った実験を行い,第4時 で集

計 と相対度数 の計算 をさせる。 ここで予想 と大 きく異な

る 「和 が3」 に着 目 し,和 の種類ではな くコインの裏表

が 「同様 に確 か らしい」事 象であ ることを確認す る。あ

わせ て樹形図 を使 うと効率 的に全体(場 合の数)を 把握

できることを強調 する。

3.本 時の指導(第4時)

ω 目標

① 「同様に確か ら しい」事象 を的確 に指摘 で きる

② 樹形図 によ り全体 の場 合の数 を正確に把握で きる

(2}略 案(授 業 の流 れ)

・前時 の実験 のデー タ集計 を班毎 に行 う

・班 の集計結 果を代表 が黒板 に記 入

・黒板 の結 果をノー トに写 し,ク ラスの合計を計算す る

*前 々時の予想 と今回の結 果を考察 しよ う

コイ ン3枚(予 想)コ イ ン3枚(結 果)[参 考]コ イン1枚

和 確率

0 1/7

1 1/7

2 1/7

3 1/7

4 1/7

5 1/7

6 1/7

計 1

和 相対度数

0 0,125

1 0,125

2 0,125

3 0,250

4 0,125

5 0,125

6 0,125

計 1,000

目 確率

O

l

1/2

1/2

計 1

コイ ン2枚

和 確率

0

1

2

3

1/4

1/4

1/4

1/4

計 1

※上記2っ の結果か ら和 の種類

で均等 になる左 の予想 をさせ

て いる

「和が3に な るのが他に比べて2倍 近 く多 い」

「他 はみんな同 じくらいであ る」

「和が3に なるのは,(O,O,3)(1,2,0)の2つ 」

→実験の中 で気 が付 く生徒 が数名 いる

*和0～6は 同様 に確か ら しいといえ るだろ うか

・いえな い

・同様 に確か らしいの はコイ ンの表裏

・0と1 ,0と2,0と3が それ ぞれ同様

*和 の種類だ けで は確率を計算 できないネ

・コイ ン1枚 の場合0と1

・コイ ン2枚 の場合(0 ,0)(1,0)(0,2)(1,2)
・コイ ン3枚 の場合(0 ,0,0)(1,0,0)(O,2,0)(O,0.3)

(1,2,0)(1,0,3)(0,2,3)(1,2,3)

※ これ を要領 よ く表 した図が「樹形図」である

*数 学的確率 の計算 で注意 することは?

・同様 に確か らしいのは何か を考 える

・樹形図 を書 いて全体が どのようになるか考える
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V【 研究 のま とめ

研究 のね らいに沿 って,ま とめてみ ると次の通 りであ る。

○ 「身近 な内容 を題材 と した,生 徒が興味を持っ教材の工夫」

ゲー ム形式 やパ ズ ルという課 題を設定す ることによ り,日 常の数学の授業で はあま り興味

を示 さない生徒 で も自 ら進んで課題 に取 り組む姿が見 られた。 また数学 とは無縁で あるよ う

な 自然現象 や社会 現象の中か ら数学的 な法則を見 いだす ことによ り,「 数 学 の有 用性」 を実

感 と して生徒 に納 得 させ ることがで きた。

○ 「作業 やゲー ムを通 して,生 徒が意欲的 に取 り組む指導の工夫」

実物 を使 った実 験な どを通 して 「や ってみ よう」 とい う気持 ちを持 たせ,数 学的 に考 え る

ことの大切 さを生 徒 に分か らせ ることがで きただ けで な く,生 徒の主体的 な思考 を促す こと

がで きた。 また班 で協力 して活動 を行 うことで,生 徒 の考え方の幅が広が り楽 しく意欲的 に

取 り組んでいた。

○ 「興 味を持 ち,意 欲的 に課題を解決す ることによ り,数 学的知識 を身 に付 ける」

私 た ちは 「基礎 学力」を身 に付 けるとい うことはただ問題 を処理で きる ことを意味す るの

で はな いと考えた。基本 を 「数学 を学習 しよ うとす る姿勢 ・態度 ・環境 ・興 味 ・関 心」,基

礎 を 「数学 を学 習す るにあた り必要 な知識 ・概念 ・原理 ・法則」 ととらえ,こ れ ら基本 と基

礎 を合わせた ものを 「基礎学力」 と考 えた。生徒が興味 ・意欲 を持 った ことで数学 に対 す る

積極 的な姿勢 ・態度が見 られ,さ らに問題解決 を試 みた際 に筋道 を立 てて問題 を解決 する こ

とがで きて いた。

W今 後の課 題

〔有効 性〕 ゲームや作業 を通 して授 業を行 うことは,生 徒 の興味 ・関 心 を引 くため に大 変有

効な手 段であ る。 しか しなが ら,授 業 は学力 をつ ける ことが 目的であ るか ら,楽 しい遊 びだ け

で授業を終わ らせ るべ きで はない。 ゲームや作業 を通 しての授業 を どのよ うな場面 で使 えば効

果が上 が るか。 また,よ り有効 となる使 い方 ・場面設定 を考 えていかなければな らない。

〔継続 性〕 授業 中の生徒 の反応 を見 る限 り 「これが数学 に関係 あるの か」 とい う驚 きや感動

の声があ る。 今回の授業 の工夫が生徒 に とって数学 を遠 い存在 か ら身近 な存 在へ と変換 させた

証明 と して見て取れ る。授業後 の感想 にあ る 「楽 しか った」 とい う言葉 を私 た ちの努 力の糧 と

し,今 後の授業 にお いて も生徒 に数学 を身近 な もの と して考 えさせ られ るよ う,意 欲の持 て る

授業への工夫を怠 らないよ うに しなければな らない。

〔系統 性〕 今回 の糸巻 き車 の授業 にお いて は,導 入で具体的な動 きを観察 させ る工夫 を した。

これ はデ ータを取 ることや巻 く回数 と進 む距離 の間の関係 を見 っけだす糸口 と して大変有 効で

あ った と考え る。今後 この題材 を応用 して 「変化 の割合」 や 「変域」 な どの続 く授業 に利 用 し

て い くことを考え たい。っ ま り1っ の題材 を1時 間のみで終わ らせるのではな く,系 統的 に扱 っ

て い く工夫を しなけれ ばな らない。

〔柔軟性〕 今回 の事例 は私 たちの班が考え た指導の流れで あ り,当 然 別 の展 開 も工夫 で き る

はずであ る。 また課題学習 として扱 うことも可能 であ ると考 え る。
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コンピュータを自ら活用 し,意 欲的に取 り組む図形の授業の工 夫

(2班)

1主 題 設 定 の理 由

生 徒 に 図形 の学 習 が 嫌 い な理 由 を聞 く と,「 証 明 が で き な いか ら」 「図 を書 くの が 面 倒 くさ い

か ら」 とい う答 え が返 って くる。 証 明 をす るに も作 図 を す るに も,一 っ一 っ の 図 形 の 性 質 が 理

解 で きて い る こ とが前 提 に な る。 そ れ が不 十 分 で あ れ ば,図 形 の 性 質 を 組 み 合 わ せ て 自分 の 考

え を進 あ て い く過 程 で,様 々 な壁 にぶ っ か って しま う。 この た め 図 形 の学 習,特 に証 明 にお い

て っ まず く生 徒 が 多 く,そ れ に よ って学 習 意 欲 や 関心 も薄 れ て きて い る。 見通 しを持 って考 え,

そ れ が正 しいか ど うか 試 行 錯 誤 して確 か め て い くこ と に も消極 的 で あ る。

そ こで,図 形 の学 習 に少 しで も関心 ・意 欲 を も って取 り組 め るよ うに,授 業 の中 に コ ンピュー

タを 使 っ た作 図 や 操 作 を取 り入 れ る こ とを 考 え た。 作 図 用 ソ フ トウ ェ ア を使 うこ と に よ り コ ン

ピュ ー タ画 面 の中 で,与 え られ た条 件 で 図 を描 いた り,図 形 を 変 形 した り,変 形 す る 中 で点 や

図 形 の連 続 的 な動 きを見 る こ とが簡 単 に で き る よ う に な る。 これ が 図 形 の性 質 の理 解 に役 立 っ

と考 え る。

図 形 の分 野 で は,1年 生 で基 本 の 作 図 を学 習 す るが,論 証 を学 ぶ2年 生 以 降 は必 要 な図 は最

初 か ら与 え られ て い る こ とが 多 く,自 分 で 図 を描 くこ とが 少 な くな る。 っ ま り,す で に複 雑 に

描 か れ た図 を見 な が ら,一 つ 一 つ の 条 件 や 性 質 を確 認 す る作 業 が 必 要 に な って くる。 この段 階

で考 え る こ とを や め て しま う生 徒 は多 い。 簡 単 に作 図 が で き る環 境 を用 意 で きれ ば,自 分 で点

を取 り線 を 引 く こ とか ら始 めて,条 件 や 性 質 を確 認 しな が ら点 や 線 を描 き加 え,最 終 的 に設 問

に あ る複 雑 な 図 へ と至 る過 程 も理 解 可 能 で あ る。 少 な く と も,図 を 見 た だ け で あ き らめ て しま

う こ と はな い で あ ろ う。 ま た,点 を動 か し図 形 を変 形 す る こ と は,黒 板 や ノー ト ・教 科 書 を使

う今 まで の 一 般 的 な 授 業 の 中 で,簡 単 に は で きな か った こ とで あ る。 コ ン ピュー タを 使 う こ と

で,例 え ば 三 角 形 の 頂 点 を 動 か し,そ の形 を 自由 に変 え る こ とが で き るの で あ る。 さ らに,作

図 の 際 に条 件(平 行,垂 直,中 点,内 分 点,二 等 分 線 等)を 指 定 す れ ば,そ の性 質 を保 った ま

まの 変 形 も可 能 で あ る。 与 え られ た図 形 を 自由 に変 形 す る こ とが で き,さ らに点 や 図 形 の連 続

的 な動 きを 自分 の 目で 見 る こ とが で きれ ば,様 々 な ケ ー スで 試行 錯 誤 が 可 能 に な り,そ の図 の

持 っ 特 性 を理 解 す る た め の大 きな手 助 けに な る と考 え られ る。

コ ン ピュ ー タを利 用 して,自 分 で 図 を 作 り,自 分 で 動 か して み る と い う生 徒 自 らの主 体 的 な

活 動 を授 業 に取 り入 れ る こ とで,内 容 の 理 解 を 確 実 な もの に し,図 形 の学 習 に お け る っ まず き

を解 消 で きる。 そ して,試 行 錯誤 す る こ とへ の 積 極 的 な姿 勢 を取 り戻 し,考 え る こ との楽 しさ

を知 る こ とが で きれ ば,図 形 の 学 習 に意 欲 的 に取 り組 む こ とが で きる と考 え,本 主 題 を設 定 し

た。

皿 研 究 の ね ら い

1コ ン ピュ ー タを 用 い る こ とで,図 形 に 関 す る興 味 ・関心 を 高 め る。

2点 や 図 形 の 連 続 的 な動 き を視 覚 的 に と らえ る こ とで 数学 的 な 見 方 や 考 え 方 を 育 て る。
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皿 研 究 の 内容

1教 材 及 び環 境 に っ い て

本 研究 で使 用 す る ソフ トウ ェア と して,次 の よ うな機能 を備 え た ものが必 要 で あ る と考 え た 。

(1)マ ウス だ け で簡 単 に 直線 や 円 が描 け る。

② 定 規,コ ンパ スを実 際 に使 用 して い る感 覚 で 作 図 が 出 来 る。

(3)三 角 形,四 角形 の面 積 を 測 定 で き る。

(4)点 を動 か す こ とで 図形 を 変 形 す る こ とが で き る。

⑤ 与 え られ た 条 件 を 満 た す 点 を 軌 跡 と して 描 け る。

(6)フ ァイ ル の 作 成,保 存 が 容 易 で あ る。

生 徒 が 自由 に操 作 で き,多 様 な考 え 方 を引 き 出す こ とが で きる とい う点 を考 慮 し,上 記 の

よ うな 条件 を 満 た す ソ フ トウ ェ ア の中 か ら,今 回 は図 形 ラ ンチBOXを 使 用 した。

コ ン ピュ ー タ室 の 環 境 も教 室 内 ネ ッ トワー クが 充 実 して い れ ば,あ る生徒 の 画面 を 他 の 生

徒 に 転 送 した り,教 師 の作 業 画 面 を提 示 す る こ とが で き,理 解 を深 め る手助 け とな る。 また,

プ ロ ジ ェ ク タが つ なが って いれ ば,大 画 面 を見 なが ら コ ン ピ ュー タを 操 作 す る こ と が で き,

自分 の 考 え を 膨 らませ る こ とが で き効 果 的 で あ る。

2指 導 計 画

(1)単 元 名 平 行 線 と面 積(等 積 変 形)

(2)時 間 第1時 …等 積 変 形 の導 入(本 時)

第2時 …等 積 変 形 の応 用

(3)目 標 面 積 を変 え な い で 多角 形 を変 形 す る こ と

(4)展 開

◎ … 関 心 ・意 欲 ・態 度,○ …数 学 的 な考 え方,ロ … 表 現 ・処 理,△ … 知 識 ・理 解

学 習の流れ

四角形DBEFと 面積

が等 しい四角形DBEG

を求める ⊥
一π一一

一一一 一一一一1-一 一

生徒の活動

本時 の目標 を確認 す る。

評価 ・配慮事項

課題 ・コン廷 ± 」1・灘
1

獣Gを 画 面 に打 ちDG、i I

EGを 結ぶ一「

1※ この 問 題 は、 考 え
　

1さ せ る だ けで 結 果
は求 め な い。

◎ 興 味 を も って 取 り

グ リ ッ ドを手 が か り に して 面 積 を 計1組 ん で い るか 。

算 し、 点Gを グ リッ ド(縦 横 の 点 線)

の格 子 点 に打 つ。

測 定 機能 を活 用 す る こ と によ り 四 角

一11一
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与 えて、生徒 に考



*発 問

どん な所 に点Gを 取 れ

ばよいか考 え させ る

*ヒ ン ト

面積 が同 じ作図の転送

を した り、点Hを 追加 し

た り して考え させ る

何か気付いたか

対角線DE結 び、 直線F

Gを 引 く

*発 問

さ らに何 か気付 かな い

か考 え させ る

*ヒ ン ト

点Hを 直線FG上 で動

か して、考え ささせ る

何か気付いたか

△EDF=△EDG

な らば

DE//FG

*課 題を再度発問

形DBEGの 面 積 を 表 示 しな が ら、 点G

を動 か して 考 え る。

A

D

B

G

F

E

C

1四角形DBEF=四 角形DBEGl

点Hを 追加 す るな ど、 試行錯誤す る。

A

D

B

F

G

E

iDE//FG1

C

△EDF=△EDGと な る点Gを ど の

位 置 に とれ ば よ いか を 考 え る こ とで 、

平 行 線 と三 角 形 の 関 係 を 導 く。

A G H B

CE F D

え させ、結論 付 け

を急が ないで、 生

徒 の自由な発 想 を

引 き出す。

※す ぐに答えが 出て

しまうので、点 の

軌跡がで る機能 は

使用 しない。

○対角線 を引けたか。

口 四角形か ら四角形

へ の等積 変形 が で

きたか。

○不 変 ・可 変 な三 角

形 に気付 くこ とが

で きるか。

※ ヒン トを出 し、 平

行線 の存在 を生徒

に気付 かせ る。

○平行線 の存在 が 見

えたか。
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正 しい作図方法 を転送 して正解 の共

有 をす る。

◎唱)

3授 業 の工 夫
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Ω
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4

導 入 の図 形 を 四角 形 と した。(*課 題 ・フ ァイ ル1)

面 積 が計 算 で き るよ う に グ リ ッ ドを表 示 した 。(フ ァイ ル1・2)

設 問 の意 味 を理 解 し,解 答 へ の 手 が か りを っ か ませ る た め に点 を 動 か す 機 能 を使 った 。

教 室 内 ネ ッ トワー クを 有 効 に利 用 す る た め に,複 数 の教 員 で 授 業 を行 った。
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四 角形 の 等 積 変 形 の 授 業 は,平 行 線 と三 角 形 の面 積 の 関係(フ ァイ ル2)を 教 え て か ら,

その 応 用 と い う形 で 進 め る こ とが多 い。 今 回 の授 業 は,導 入 の設 問(*課 題)の 中 で 取 り扱

う図 形 を 四 角 形 にす る こ とで,平 行 線 と三 角形 の面 積 の 関 係 も,こ の 設 問 を 考 え て い く過 程

で 生 徒 か ら導 き 出 そ う とす る もの で あ る。

フ ァイ ル1を 開 く と,四 角形DBEFと グ リ ッ ドが 表 示 され る。生 徒 は自分で点Gを とり,

四角 形DBEG(図1)を 作 る。 点 を動 か す 機 能 を使 って 点Gを 移 動 す る と,四 角 形DBE

Gは 点Gの 動 き と と もに形 が 変 わ って い く。 もと の四 角 形 に比 べ て 視 覚 的 に明 らか に面 積 が

大 きな もの や小 さな もの も確 認 で き る た め,設 問 の意 味 が 明確 に な る。 プ リン トの段 階 で は

手 が動 か な か った 生 徒 も,設 問 の意 味 を理 解 し点Gを 動 か し始 め る。

設 問 を理 解 した生 徒 が 点Gの 位 置 を考 え る際 に,具 体 的 な面 積 計 算 が そ の手 助 けに な る と

考 え,フ ァイル1に は グ リッ ドを与 え て お い た。 また,点Gが で き るだ け多 くの場所(図1・

○ 印)に 取 れ る よ うに,四 角 形DBEGを 設 定 した。

さ らに,プ ロ ジ ェク タを使 い何 人 か の生 徒 の 画面 を ス ク リー ンに映 し出 す こ とで,点Gが

複 数 の場 所 に取 れ る こ とが わ か るよ うに した。

授 業 の展 開 と して は,点Gを 動 か す こ とで2っ の 四 角 形 に共 通 な面積 不 変部 分(△DBE)

を見 っ け,問 題 解 決 の ポイ ン トは△EDGの 面 積 に あ る こ と に気 付 か せ る。 次 に△EDF=

△EDGと な る に は点Gを どの 位 置 に とれ ば よ いか を考 え させ,生 徒 の考 え の 中 か ら平 行 線

と三 角 形 の面 積 の 関係 を 導 くこ とを 目指 した。

フ ァイ ル2は,生 徒 か ら出 て くる平 行 線 と三 角 形 の面 積 の 関係 を確認 す るため に使 用 す る。

こ こに も グ リ ッ ドを 用 意 し,面 積 の計 算 か ら も△EFG=△EFHが 理 解 で きるよ うに した。

また,点Gや 点Hを 平 行 線 上 で 動 か して見 る こ とで,三 角 形 の等 積 変 形 の イ メ ー ジが 強 く印

象 に 残 る。 最 後 に プ リ ン トに戻 り,作 図 を完 成 させ る。 必 要 が あ れ ば,教 材 提 示 装 置 を 用 い

て ス ク リー ンに模 範 解 答 を示 す こ と もで き る。

な お,生 徒 の 画 面 の確 認 や転 送,全 員 へ の コ ン ピュー タ操作 の 説 明 や 模 範 解 答 提 示 な ど に

教 室 内 ネ ッ トワ ー ク を有 効 に活 用 す るた め,複 数 の教 員 で 授 業 を進 め た 。

、
臨

、
噺
ト

～

、

麟 躍鵜
㌧__轟_}11a覇
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4ア ンケ ー ト集 計 結 果

(1)授 業 は楽 しか った か?

0102030405060708090100(%)

騨 た

た

施

つ
通

な

か

ら

し

ま

楽

普

つ

■
彫
口

⊥

(2)授 業 に積 極 的 に参 加 で き たか?

0102030405060708090100(%)

■ 積極的にできた

霧 普段 と変わらない
[コ 消極的だった

(3)授 業 の内 容 は理 解 で きた か?

0102030405060708090100(%)

■ よくわかった

膨 ふつう
口 わかりづらかった

(4)コ ンピュー タの操作 はうま くで きたか?

0102030405060708090100(%)
一

調～ ■ うまくできた

彫 できなかった

⊥

(5)(4)で,で きな か っ た人 と答 え た人 は,

フ ァ イル を 呼 び 出 す こと1名

面 積 を 測 定 す る こ と1名

で き なか った操 作 す べ て に ○ を付 け て くだ さ い。

(6)今 日の 授 業 の 感 想 を書 いて くだ さ い。

この 感 想 を書 いて も ら った所,9害lj強 が 好 意 的 な感 想 を書 い て くれ た。

そ の 中 に は,

*簡 単 に線 が 引 けて,簡 単 に操 作 で き るか ら,と て も良 か った。

*移 動 や そ の他 の説 明 な ど,自 分 た ち で調 べ る こ とが で きた か ら,納 得 い くと こ ろが い っ

ぱ い あ っ た。

*い ろ い ろ な考 え方 が で きた。

*考 え さ せ られ て楽 しか った。
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1§

角潭 嚇
津》

N研 究 の ま とめ

研究 の ね らい にそ って, ま とめ て み る と次 の通 りで あ る。

1に つ いて

コ ン ピュ ー タ を活 用 す る こ とで,定 規 や コ ンパ ス を使 う よ り も,簡 単 に線 を 引 い た り,図 を

作 る こ とが で き た ので,生 徒 は楽 し く課 題 に取 り組 ん で いた。 また,自 分 の手 で 自 由 に点 を動

か す こ とが で き た ので,生 徒 自身 が試 行 錯 誤 を繰 り返 す 中,面 積 が 等 し くな る点 を ひ とっ で は

な くい くっ か 発 見 をす る こ とが で きた。 さ らに,プ ロ ジ ェ ク タを 活 用 す る こ とで,自 分 の画 面

だ けで な く他 の生 徒 の画 面 も見 る こ とが で きた。 そ の 結 果,他 の 生 徒 が 点 を 動 か した様 子 や 考

え 方 も知 る こ とが で き,自 分 と同 じ考 え 方 の 生 徒 に共 感 した り,異 な る考 え 方 を学 ぶ こ と もで

きた。

この よ うに コ ン ピ ュー タを活 用 す る こ とで,生 徒 が 楽 し く授 業 に参 加 した こと,発 見 の喜 び

を感 じた こと は大 きな成 果 で あ った。 生 徒 一 人一 人 の考 え方 を取 り上 げた ことが学 習へ の興 味 ・

関 心 にっ な が った。

2に っ いて

点 や図 形 の連 続 的 な動 きを 視覚 的 に と らえ る こ とで,黒 板 や ノ ー トで は イ メ ー ジだ け で 見 え

に くか った もの が は っ き り と見 え て くる よ うに な った。 今 回 の授 業 で は,点 を 自 由 に動 か して

い く中で,三 角 形 の面 積 の 変 わ る部 分 と変 わ らな い部 分 が あ る こ とや,作 図 の際 に補 助 線 とな

る対 角 線 の存 在 が は っ き り と見 え て きた 。 ま た,こ れ らの発 見 か ら,四 角 形 の面 積 が等 し くな

る点 の集 ま り は,対 角 線 に 対 して 平 行 な直 線 に な るの で は と考 え,確 か め,そ の考 え を も とに

自 ら作 図 方 法 を見 つ け,問 題 解 決 へ と結 びっ けて い った。 試 行錯 誤 を 繰 り返 す 中 で,生 徒 自

らが そ の図 の持 つ特 性 を 発 見 す る こ とが で きる。 それ が,自 分 の力 で考 え て行 くこ との手 が か

りや手 助 け とな る。 数 学 的 な見 方 や 考 え 方 を育 て る上 で,コ ン ピ ュー タの活 用 は有効 で あ った。
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V今 後 の 課 題

1今 回 の研 究 で は,コ ン ピ ュー タの活 用 は図形 領 域 に お いて効 果 的 で あ る と考 え,作 図 ツ ー

ル に よ り授 業 を展 開 した。 コ ン ピ ュー タの作 図機 能 や変 形 機 能 ,測 定機 能 を用 い て,黒 板 や

ノ ー トで は見 え に くい線 が見 え や す くな るよ うに工 夫 を した。 しか し,他 の 図 形 領 域 にお い

て も広 く活 用 で きる汎 用 性 が あ るの で,図 形 領 域 全 般 にわ た る効 果的 な活 用方 法 につ いて も,

今 後 研 究 を深 め て い く必 要 が あ る。

2視 覚 的 に と らえ られ る こ とで,作 図 を せ ず に コ ン ピ ュ ー タの 画 面 上 の操 作 か ら,求 め る点

が 取 れ る た あ,実 際 の作 図 に結 びっ か な か った り,証 明 の必 要 性 を感 じな か った りす る生 徒

もい たの で,指 導 方 法 に工 夫 が 必 要 で あ る と考 え る。

3思 考 の 手 助 け をす る道 具 な の で,自 由 に使 い こな す に は,あ る程 度 の練 習 時 間 が 必 要 で あ

る。 で きれ ば,1年 生 の図 形 の授 業 か ら使 い始 め る こ とが望 ま しい。

4コ ン ピュ ー タを活 用 す る上 で,教 室 内 ネ ッ トワー クの整 備 は効 果 的 で あ る と考 え る の で,

今 後 さ らに研 究 を進 あて い く必 要 が あ る。
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生徒が意欲的 ・主体的に取 り組む選択授業の工夫(3班)

1主 題 設 定 の 理 由

必 修 教 科 と比 べ,ひ とっ の こ とに じっ く り取 り組 め るの が 選択 教 科 の よ さ の ひ とつ で あ り,

よ り意 欲 的 ・主 体 的 な授 業 が展 開 で き る はず で あ る。 そ の考 え の もと,こ の研 究 に取 り組 んだ。

選 択 教 科 は各 学 校 の実 態 や生 徒 の特 性,興 味 ・関 心 に応 じ られ る時 間 で あ る。 しか し,使 用

教 室 や 指 導 教 師 の関 係 で,そ れ らに対 応 しきれ て いな い と い う声 もあ る。

ま た,中 学3年 生 と もな る と,「 習 熟 の程 度 に開 きが あ る」,「入 試 に 向 け て 補 習 的 な 内 容 が

求 あ られ て い る」 とい った点 も問題 と して あ げ られ る。

必 修 教 科 に お い て は,す べ て の生 徒 を 対 象 と して,共 通 の 内 容 を履 修 さ せ て い る。 そ こで,

さ らに興 味 ・関心 が生 ま れ る生 徒 もい るが,そ れ に対 して じ っ く り取 り組 ませ る こ とは,授 業

時 間 の確 保 の点 な どか らな か な か 難 しい。

この現 状 を踏 ま え,選 択 教 科 で は,「 数 学 を希 望 した生 徒 が集 ま って い る 」,「 自 ら課 題 を 持

ち,そ の解 決 に 向 け,そ れ ぞ れ の ペ ー スで 多 くの時 間 をか けて 取 り組 め る」 な ど の よ さを生 か

し,必 修 教 科 との関 連 を 図 る こ と に よ り,必 修 教 科 で 学 ん だ 数 学 的 な考 え方 や知 識 が,さ らに

深 化 ・発 展 す る こ とを実 感 させ た い。

そ の た め に,学 習 内容 の 精 選 や 授 業 展 開 の工 夫 を研 究 す る こ とで,一 人 一 人 の特 性 や個 性 を

生 か し,生 徒 が楽 しみ な が ら主 体 的 に学 習 に取 り組 め る選 択 授 業 を 目指 し,本 主題 を設 定 した。

皿 研究 のね らい

生徒 が意欲 的 ・主体 的に選択授業 に取 り組 むために,次 の3点 をね らい とした。

(1>生 徒 が意欲 的 ・主体 的 に学習 に取 り組 み,数 学 の見方 や考 え方 のよ さを知 り,そ れ らを進

んで活用 す る態度 を育 て る。

② 自ら考 え,自 ら学 ぶ力を養 い,学 習 の楽 しさを体験す る。

⑧ 選択教科 を通 して,必 修教科 の内容 を さらに深化 ・発展 させ る。

皿 研 究の内容

(1)学 習指導案

① 題材 名 「傘が倒れ る とき,傘 の中点 が集 ま ってで きる図形」

② 題材 設定の理由

日常的 な現象 の中か ら題材 を選 び,予 想 や実験 を通 して,自 ら課題 に取 り組む姿勢 を育

くむ とと もに,そ の課題 を解決 するために は,必 修教科 で学 習 した数学 的な知識や考え方

を利 用で きることに気付 かせ る。 さ らにその内容 を深化 ・発展 させ ることで,数 学 を学ぶ

楽 しさを体験 させ る ことを目的 と し,本 題 材を設 定 した。

③ 指導の工夫

ア 予想や実験 を取 り入 れ,生 徒 が主 体的 に学習 に取 り組め るよ うな授業展開 をす る。

イ 課題解決 に向 け,い ろい ろな見方や考え方を導 き出す ため,班 活動 を取 り入 れ る。

ウ 学習 内容 をさ らに進 めた課題 を与え,理 解や興味 ・関心 の深化 ・発展 を図 る教材教具
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を用意 す る。

④ 本時 の目標 ・傘 の倒 れ方 に つ い て ,興 味 を 持 って取 り組 む。

・予 想 や実 験 を通 して ,自 ら考 え る。

・必 修 教 科 の学 習 内容 を利 用 して
,論 理 的 に説 明 し,そ の 内 容 を さ らに深

め る。

⑤ 本時の展開

指導内容 ・学習活動

・平 行 四辺 形 の ま とめ プ リン ト配付

平 行 四辺 形 に な るた め の条 件,辺 や 角,対 角線 にっ いて の性 質 を

復 習 確 認 す る。

・傘 の倒 れ方(2通 り)に つ いて中点Pの 軌跡 を考 え る。

課題1① 傘 の中点 の軌跡1に っいて予想

② 傘 の中点 の軌跡 皿について予想 と実験

軌跡1軌 跡ll

※ 軌跡 皿で予想 され る解答例

ア)直 線型(右 下 が り)

↓A

P

O

B→

ウ)円 弧 型

イ)双 曲線 型

A

P

↓

O

B→

lL
B→

留意事項

・直角三角形 の斜

辺の中点か ら3

頂点 までの距 離

にっ いて説明

課題1

① 簡単に確認

②2通 りの傘 の倒

れ方 の違 いが,

生徒 に分か るよ

うに詳 しく説明

・生 徒 に予 想 させ

るだ け に と ど め

る。
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・課 題1の 軌 跡llに つ い て ,

せ,そ の根 拠 を考 え る。

中点Pの 軌跡 が弧 にな ることに気 付 か

課 題2① 中点Pの 軌 跡Hを 実 演(黒 板 で)

② 予 想 を立 て る

*予 想1「 弧 で あ る」

*予 想2「OPが 一 定 」

③ 予 想 の根 拠 とな る理 由 を,ワ ー ク シー トを使 い,

班 で考 え る

写真1

撰

・課 題2の 説 明

㌃離

灘

・座標板 を使 い,中 点Pが 円運動 をす る ことを実演

課 題3ABの4等 分点Qの 軌跡 を予想

*AQ:QB=1:3

・座標板 を使 い,4等 分点Qが だ円運動 をす ることを実演

課題2

①傘 に見 たて た紙

テープを,傘 が

倒れ る様子 にあ

わせ なが ら生徒

に実演 させ る。

・2通 りの傘 の 倒

れ 方 で 中点 の 軌

跡 が等 しい こ と

にふ れ る。

・簡単 に確認
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ワ ー ク シ ー ト

傘 が倒れ るときの中点が集 まってで きる図形

〔実験 結 果〕 実 際 に倒 して み る と,中 点Pは 図 の よ う に動 い た。 これ を(1)～(5)

の よ うに,別 々 に考 え て,中 点Pと3点A,B,0の 位 置 関 係 を

調 べ よ う。

(1)～(5)に,AB=4cmと し て,指 示 通 り に 線 を 記 入 す る 。

(1)～(5)に,A,B,Pを 記 入 す る 。
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⑥ 評 価

・楽 しみ なが ら学 習 に取 り組 め たか 。

・課 題 に対 して ,興 味 を持 って 主 体 的 に取 り組 め たか 。

・必 修 教 科 の 内容 を さ らに深 め る こ とが で き たか 。

写真2写 真3
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授 業 の ま とめ

授 業 後 の ア ンケ ー ト集 計(37名)

質 問 ① 「楽 しか っ たで す か 」

A.楽 しか っ た67.6%

B.普 通27,0%

C.っ ま らなか った5.4%

質 問 ② 「積 極 的 に授 業 に参 加 で きま したか」

A.積 極 的 に参 加 した40.5%

B.普 通54.1%

C.消 極 的 だ った5.4%

質 問 ③ 「最 初 に 中点Pの 動 きが 円 で あ る と

予 想 で き ま したか 」

A.予 想 した通 りだ った5.4%

B.予 想 したが 違 って い た64.9%

C.予 想 で き なか った29.7%

0102030405060708090100

積極的に参加 しま したか (%)

0102030405060708090100

円であると予想できましたか(%)

0102030405060708090100
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質問④

質問⑤

「中点Pの 動 きが 円 で あ る こ と と,

直 角三 角形 の斜 辺 の 中点 の性 質 が

結 び っ き ま した か」

A.結 び っ い た81.1%

B.結 び っ か な か った18.9%

「自分 た ち の生 活 の 中 に数 学 的 に説

明 で き る こ とが あ る こ とを実 感 で

きま した か」

A.実 感 で きた32.4%

B.少 し実 感 で きた62.2%

C.実 感 で きな か った5.4%

直角三角形の斜辺の中点の性質が(%)

0102030405060708090100

実戚できましたか (%)

0102030405060708090100

2考 察

・ 「傘 が倒 れ る」 とい う こ とは 日常 生 活 で起 こ り う る こ とで あ る。 従 って,2通 りの 傘 の 倒 れ

方 に対 す る課 題 もイ メ ー ジが わ きや す く,身 近 な道 具(ボ ール ペ ン等)を 使 い実 験 を す る生

徒 もお り,普 段 の授 業 よ り も集 中 して興 味 を持 ち,楽 しみ な が ら授 業 に参 加 して い た。

・ア ンケ ー ト質 問 ③ の結 果 か ら もわ か る とお り,予 想 して い た点 の動 き と違 って い た 生 徒 が 多

く,実 験 結 果 の意 外 性 が生 徒 に疑 問 を わ か せ,そ の理 由 を探 る き っか けを作 る ことがで きた。

・ア ンケ ー ト質 問 ④ の結 果 で は ,点Pの 動 き と直角 三 角 形 の斜 辺 の 中点 の性 質 が結 び つ い て い

る生 徒 が 多 か った こ とが わ か る。 これ は授 業 の最 初 に プ リン トで 「平 行 四辺 形 の ま とめ」 を

復 習 した効 果 が あ った と思 わ れ る。 しか し,こ の プ リン トな しで 同 じ課 題 に取 り組 んだ場 合,

同 じよ うな結 果 が得 られ るよ うな工 夫 も必 要 か と思 わ れ る。

・予 想 や根 拠 を 引 き出 す発 問 は ,ほ ぼ適 切 で あ った と思 うが,生 徒 が も っ と時 間 的 な ゆ と りを

も って予 想 や 考 察 が で きる よ うな授 業 展 開 の工 夫 をす る必 要 が あ った か と思 う。

・ワー ク シー ト上 で線 分 の長 さ を と った り,中 点 を求 あ る作 業 で は,コ ンパ ス を用 い た方 が効

果 的 で,作 図 の 内容 も取 り入 れ る こ とが で きた と思 う。

V研 究の まとめ

身近で生徒 の興味 ・関心 をひ くよ うな題材 を取 り入れ る ことや,生 徒 の ち ょっと した疑 問,

予想 と結果の意外性 などを授業展開 に取 り入れ る とい った工夫 が学習へ の意欲 や主体 的な活動

を引 き出す大 きな要因 となる。

このよ うな観点か ら 「傘が倒 れる とき,傘 の中点が集 ま ってで きる図形」 とい う題材 を設定

した ことは,生 徒が意欲的 ・主体的 に学習 に取 り組む ことにっ なが った。

座標板な どの教具で実演す る こと,内 分点 の位置 を変え る ことなどの授業展開 の工夫 で,生

徒 の中 に新たな展開や発想の広が りを喚起す る ことがで き,学 習 の楽 しさを体験 する ことが可

能 となる。

今回の授業で は,課 題解決の糸 口となる ものが,今 まで学習 して きた必修教科 の内容 と深 く

関わ って いることを実感 させ ることがで きた。 このよ うな選択授業 を展 開す ることが,次 の必
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修 教 科 学 習 へ の意 欲 へ とっ な げ る こ とが で き る。

V!今 後 の課題

選択教 科で は,主 題 設定の理 由にあげたよ うな課題 があ るが,必 修教科 に比 べ学 習の進度や

内容 にと らわれ ることが少 な く,時 間 的な制約 も少 な いので,生 徒の 自由な発想 を引 き出す よ

うな授業展開 も可能で ある。

その ため,本 研究のね らいを達成 し,さ らに充実 させ るため には

・生徒が興味 ・関心 を持 って取 り組 め る

・創造性や数学 の見方や考 え方 を育 て る

・必修教科 の内容 を深化 ・発展 させ る

・生徒一人一人 の特性 に応 ず る

とい った観点 か ら,題 材 を広 い範 囲か ら精選す ることや授業展開 を研究す る ことが今後 の課題

で ある。
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